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有用性） 
 
論文審査の結果の要旨 
現在まで肺動脈性肺高血圧症患者を対象とした臨床試験のほとんどは主要評価項目として 6
分間歩行試験を用い運動耐容能を評価してきた。しかし、6分間歩行試験は被験者自身が運動負
荷のペースを設定できることから、正確に運動耐容能が評価できない可能性が指摘されている。最
近、漸増シャトルウォーキング試験が閉塞性肺疾患患者や慢性心不全患者の運動耐容能評価法
として、6 分間歩行試験よりも正確で再現性が高いことが報告された。そこで申請者は、肺動脈性
肺高血圧症患者の運動耐容能評価における漸増シャトルウォーキング試験の有用性と安全性を
検討した。 
申請者は、軽・中等症（世界保健機関機能分類ⅡかⅢ）の肺動脈性肺高血圧症患者 19 名を対
象とし、最大酸素摂取量および無酸素性閾値を指標として、6 分間歩行試験、漸増シャトルウォー
キング試験の結果との相関を比較検討した。その結果、最大酸素摂取量と無酸素性閾値は、漸増
シャトルウォーキング試験と 6 分間歩行試験ともに有意な相関を認めたがいずれも前者がより高い
相関を示した（最大酸素摂取量の相関係数 0.866 vs. 0.765、無酸素性閾値の相関係数 0.866 vs. 
0.765）。また負荷試験中のモニタリングでは、漸増シャトルウォーキング試験においてより強い運動
負荷をかけることが可能であったが、重篤な合併症はなかった。 
以上の結果から申請者は、肺動脈性肺高血圧症患者の運動耐容能の評価方法として漸増シャ
トルウォーキング試験が 6 分間歩行試験より有用であることをはじめて明らかにした。これは、肺動
脈性肺高血圧患者を対象とした今後の臨床試験において、6 分間歩行試験にかわって漸増シャト
ルウォーキング試験が評価項目となり得ることを示唆するものであり、審査委員会では申請者のこ
れらの研究成果を高く評価した。 
以上により、本論文は博士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員一致で評価した。 
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